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　4月12日、みやのわホールにて市民公開講座「しあわせ

に生きるためのヒント」を開催し、276名もの方にご来場

いただきました。講師には、外科医で2013年にはイグノー

ベル医学賞を受賞された新見正則氏をお迎えしました。こ

の講演会は、新見氏と当院の篠﨑浩治院長が、若き日の臨

床現場で共に研鑽を積んだご縁から実現しました。心と体

の健康が“しあわせ"の基盤であることを、医学的視点と

ユーモアを交えながら分かりやすくお話しいただきました。講演後には来場者との活

発な質疑応答も行われ、大盛況で幕を閉じました。ご来場いただき誠にありがとうござ

いました。

4 月
市民公開講座「しあわせに生きるためのヒント」

を開催しました !

イメージパース エントランス

　2026年4月オープンに向けて、当院で働く看護師

のための看護宿舎建築が進んでいます。この建物は既

存の宿舎に代わるもので、“安心して暮らせる、働きや

すい環境"を目指しています。近年のライフスタイル

に合わせた居住空間はもちろん、セキュリティーや利

便性にも配慮しています。工事中は近隣の皆さまにご

不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力の程よろし

くお願い申し上げます。

3 月
看護宿舎建設に着工しました !

講演会の様子

3月 12日　起工式（地鎮祭） 6月 2日　現在の様子

イメージパース 外観

当院は、患者さんの診療情報をデジタル形式で記録・管理する電子カルテシステムをはじめと

する院内の各システムの更新をいたしました。“円滑な運用”と “医療の安全と質の向上”を実現

する体制を整えるべく、約1年半にわたり各部門・職種が検討を重ねてまいりました。電子カル

テシステムの更新により起動速度と操作の応答性が改善され、院内での情報共有・連携がより

円滑に行えるようになりました。業務の効率化によって得られた時間を、患者さんに向き合う時

間へと還元し、より安全で質の高い医療を提供できるよう努めてまいります。

CT・MRI画像から臓器部分を自動で抽出し、病変と疑われる箇
所を提示します。見落とし防止と診断時間の短縮に繋げ、医師の
読影・画像診断をサポートします。

システム更新プロジェクト会議

多職種が定期的に意見交換

更新リハ―サル

本番と同じ環境で手順を検証

情報セキュリティトラブル対応訓練

トラブル発生時の手順を確認

各検査ブースの混雑状況や受診者ごとの待ち時間を考慮し、効
率よく次の検査を受けられるよう受診者を誘導します。待ち時
間を短縮し、受診のストレス軽減に繋がります。

音声を認識すると、AIが内容を解析し自動的に文字起こしをし
ます。患者さんの治療経過を記録する看護記録の作業時間が短
縮し、患者さんのケアの時間を増やせます。

他にもたくさん！院内で活躍する部門システムのご紹介！

円滑な更新・運用のための取り組み

各部門システムを更新しました！
2025 年1月 5日～ 電子カルテシステム
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AI 技術を活用 !
読影•画像診断サポート

in 放射線科

in 健診センター

in 看護部

空いている検査へ自動的に誘導！
検査誘導システム

音声で記録！
看護記録支援システム




